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平成26年度 運輸技術交流会

運輸技術の将来展望

信号・情報技術研究部

部長 平栗 滋人
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平成26年度 運輸技術交流会

内 容

１．乗り継ぎを考慮した需要予測手法

２．指定席・自由席の柔軟な設定手法

３．利便性・経営上の観点からの運行計画評価

４．輸送計画の評価手法

５．シミュレーション技術の活用

６．将来の列車運行システム
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信号・情報技術研究部の担当分野

新規技術の開発既存技術の革新

意思決定支援

個別の装置

現象解明

交通計画
需要予測、旅客行動分析

列車制御
無線式列車制御

連動装置
システム安全性

RAMS評価

信号システム
軌道回路
ATS・ATC
転てつ機
踏切制御
画像処理
雷害対策

誘導障害評価

ネットワーク・通信
移動体通信、有線通信

通信ネットワーク
センサネットワーク

数理最適化
設備データ管理
保守データ管理

EMC評価

運転システム
輸送計画、運行管理、列車ダイヤ、

運転曲線、旅客流動
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乗り継ぎを考慮した需要予測手法

代表交通手段のみを考慮代表交通手段のみを考慮

出発地

目的地

複数の幹線交通を乗り継ぐ経路
（混合経路）の鉄道需要を適切に
考慮

複数の幹線交通を乗り継ぐ経路
（混合経路）の鉄道需要を適切に
考慮

乗継駅

拠点空港

目的地

出発地

従来の手法 提案する手法
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乗り継ぎを考慮した需要予測手法
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FSC: 
Full Service Carrier

LCC:
Low Cost Carrier
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リムジンバス

高速鉄道 高速鉄道

リムジンバス

ケーススタディの設定経路

経路選択率の推計値

ケーススタディの例
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指定席・自由席の柔軟な設定手法

座席供給量の柔軟な制御

座席指定料金の
柔軟な制御

選択行動モデルによる
指定席・自由席

需要の推計

指定 自由 自由指定 指定自由指定

Ø指定席・自由席の構成は固定されている場合が多い

Ø自由席の混雑や指定席の売れ残り
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利便性・経営上の観点からの運行計画評価

【停車時分の推定】

【列車遅延の推定】

【列車混雑の推定】【旅客行動の推定】旅客データ

列車ダイヤ

【駅間運転方法の推定】

【信号状態の推定】

信号
データ

運転方法の指定

線路データ 車両データ
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所要時分

待ち時分

最大遅延

平均遅延

消費エネ

ルギー

瞬間最大

電力

列車キロ

車両キロ

列車本数
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利便性・経営上の観点からの運行計画評価

国土交通省補助金
により実施

列車運行・旅客行動シミュレータ

駅間運転方法

エネルギー計算

実績ダイヤ
各旅客の利用列車

旅客利
便性の
観点

経営上
の観点

社会に
対する
影響

(1)所要時間

(2)待ち時間

(3)最大遅延

(4)平均遅延
(5)消費
ｴﾈﾙｷﾞｰ

(6)瞬時
最大電力

(7)列車ｷﾛ

(8)車両ｷﾛ

(9)列車本数

旅客利便性・経営上の観点による運行計画の評価
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輸送計画の評価手法

旅客

コンコース

改札

駅構内旅客流動
シミュレーション

列車運行シミュレータ
列車ダイヤ
旅客データ
インフラデータ

駅構内での旅客流動

駅データ、移動方向

時間帯毎の
輸送力・旅客数

輸送量
50人

輸送量
250
輸送量
250人

滞留50
人

滞留50人

滞留50人

滞留50人

時間帯毎の
輸送量・滞留状況

大規模鉄道
ネットワーク
シミュレータ

異常時発生
シナリオ

旅客行動履歴
列車運行結果

旅客発生位置・人数

ボトルネック抽出、移動円滑性評価

平常時 異常時

国土交通省補助金により実施
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シミュレーション技術の活用

【停車時分】

【列車混雑の推定】【旅客行動の推定】

列車ダイヤ

【駅間運転状況】

【信号条件】

信号
方式

車両性能き電システム

パンタ点
電圧

無線・情報
ネットワーク

無線ネットワーク
シミュレーションとの連成

電力系シミュレーションとの連成

詳細な列車条件を
考慮した性能評価

無線システムの
条件を反映

【列車運行状況】
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シミュレーション技術の活用

ハード的要素
Ø信号設備
Ø無線・情報ネットワーク

ソフト的要素
Ø列車ダイヤ
Ø旅客流動

設計評価

列車運行システム

u装置、システムの信頼度を列車運行への影響で評価

u必要なシステム能力の把握
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高度な運行管理・列車制御

安全
制御

進路
設定

・位置
・速度など

運行
指示

保安制御
（連動など）

運行管理

位置

現在のシステム 将来

Ø運行管理と保安制御が
より密接に連携

高度で柔軟な列車運行を目指す

• 詳細な列車の動きを把握した上での
運行管理

• 運行計画の変更などを迅速に、直接
的に列車制御に反映


